
 資料６  

 

市民活動に関するアンケートについて 

 

 

１ 調 査 名  平成 16 年度第３回市政総合アンケート 

 

２ 調査目的  市民活動の状況及びニーズを把握し，今後における施策・事業の推

進に当たっての検討資料とする。 

 

３ 調査対象  年齢 20 歳以上の市民 3,000 人 

（住民基本台帳及び外国人登録データから無作為抽出） 

 

４ 設問内容  【別紙のとおり】 

 

５ 実施予定  H16. 9 アンケート案の取りまとめ 

翻訳（英語，中国語，ハングル語） 

          10 アンケート用紙の送付・回収 

          11 集計分析，報告書作成 

          12 広報発表 

 



◆市民活動…地域や社会をより良くするために市民の

皆さんが自主的に取り組まれている活動で，例えば，

町内会・自治会などの地域の活動，ボランティア活動，

ＮＰＯ（民間非営利組織）などの活動をいいます。 

 

 

［市民活動への参加］ 

問１  あなたが現在又はこれまでに最も多く参加された

ことがある「市民活動」について，次の中から１つ選

び，○印をつけてください。 

 

１  自治会・町内会などの地域の活動 

２  ＰＴＡなど学校関係の活動 

３  ボランティア団体，市民活動団体 

などの活動 

４ 法人格を持つＮＰＯの活動 

５ 職場・企業などが単位のボラン 

ティア活動 

６  その他（                    ） 

７  参加したことはない問５～６へお進みください。 

 

 

 

 

問２  その「市民活動」の分野はどのようなものですか。

当てはまるものすべてを選び，○印をつけてください。 

 

１ 保健・医療・福祉 

（健康づくり，高齢者・障害のある方の支援など） 

２ 社会教育・生涯学習 

（生涯学習の場づくり，学習会の開催など） 

３ 生活安全・防災 

（防犯，交通安全，災害予防，災害救援など） 

４ まちづくり活動 

（京町家の保全・再生，まちづくり協議会など） 

５ 地域の行事 

（地域のお祭り，各種の伝統行事など） 

６ 青少年・子ども 

（野外活動，非行防止，遊び場づくりなど） 

７ 環境 

（地球温暖化防止，ごみ減量・リサイクル，まちの美化など） 

８ 文化・芸術・スポーツ 

（伝統文化の継承，芸術活動の支援,スポーツ指導など） 

９ 人権・男女共同参画 

（人権擁護，男女共同参画社会の実現に向けた活動など） 

10 多文化共生・国際協力 

（外国との文化交流，外国籍市民の支援など） 

11  その他（                ） 

 

 

問３  あなたがその「市民活動」に参加された理由はどの

ようなものですか。当てはまるものすべてを選び，○

印をつけてください。 

  【右上段に続く    】 

 １  地域や社会を良くするため 

  ２ 困っている人を助けるため 

３  自分の経験や知識を生かすため 

４ 友人や仲間を得るため 

５ 自分自身や家族のため 

    ６  余暇を有意義に過ごすため 

  ７ 当番でやむを得ないため 

  ８ その他（                 ） 

 

 

問４  あなたがその「市民活動」で課題であると思われる

ことは何ですか。当てはまるものすべてを選び，○印

をつけてください。 

 

１  活動に必要な情報や相談窓口が少ない。 

２  活動する場所の確保が難しい。 

３ 活動に参加する仲間が得られない。 

４ 活動の中心となるリーダーや後継者が育たない。 

５ 他の団体と交流・連携できる機会が少ない。 

６ 活動する資金や物品が足りない。 

７ 活動する時間的余裕がない。 

８ 活動が社会的に評価されていない。 

９  その他（                 ） 

10  特にない 

   

・・・  この後は，問７へお進みください。 

 

 

（問１で７と答えられた方のみお尋ねします。）  

問５ あなたが「市民活動」に参加されていない理由は，

どのようなものですか。次の中から当てはまるものす

べてを選び，○印をつけてください。 

 

１ 活動についての情報が得られないから 

２ 活動する場所がないから 

３ 一緒に活動する仲間がいないから 

４ 金銭的な負担がかかるから 

５ 活動できる時間がないから 

６ 体力や健康に自信がないから 

７ 関心や興味が持てないから 

８ その他（                 ） 

９ 特にない 

 

 

問６ あなたは，問５でお答えになった問題が解決すれば，

「市民活動」に参加してみたいと思われますか。次の

中から１つ選び，○印をつけてください。 

 

１ ぜひ参加したい 

２ 機会があれば参加したい  

３ 参加したくない 

４ わからない 

 

＜裏面もご記入ください＞☞  

問 ２ ～ ４
へ お 進 み
ください。

（問１で１～６と答えられた方のみお尋ねします。） 



ありがとうございました。 

同封の封筒に入れて，ご返送ください。

（ここからは，再び全員の方にお尋ねします。） 

 

［地域における取組］ 

問７ 現在，あなたのお住まいの地域では，町内会・自治

会など地域の団体が様々なまちづくりの取組を展開

されていると思います。 

今後，これらの活動をさらに活発にするためには，

福祉や環境などの専門的な知識を持ったＮＰＯや市

民活動団体と連携を図ることが，より効果的だと考え

られます。 

その場合，あなたは，どのようなことが必要だと思

われますか。当てはまるものすべてを選び，○印をつ

けてください。 

 

１ 地域からの情報発信 

２ ＮＰＯ・市民活動団体からの情報発信 

３ ＮＰＯ・市民活動団体と交流する機会 

４ ＮＰＯ・市民活動団体と一緒に活動する場 

５ 連携の必要はない 

６ その他（                 ） 

 

 

［京都市における取組］ 

問８  京都市では，「市民参加推進計画」の策定（平成13

年12月），「市民活動総合センター」の開設（平成15年

6月），政令指定都市初の「市民参加推進条例」の施行

（平成15年8月），「京都市政出前トーク」や区ごとに

行っている様々な催しなどを通じて，市民の皆さんに

よるまちづくりのための基盤整備に取り組んできま

した。 

あなたは，京都市における「市民活動」について，

最近どのように感じておられますか。次の中から１つ

選び，○印をつけてください。 

 

１  活動しやすくなった。 

２  やや活動しやすくなった。 

３  特に変わっていない。 

４  その他（                 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 「市民活動総合センター」の事業などの京都市の取

組について，今後さらに市民活動を活性化させるため

には，あなたはどのようなことが大切だと思われます

か。当てはまるものすべてを選び，○印をつけてくだ

さい。 

 

１  活動に役立つ情報の提供 

２ 活動方法や組織運営に関する相談 

３ 活動の拠点となる場所の確保 

４ 活動への理解や参加を促すための広報 

５ 活動のネットワークづくり 

６ 活動に必要な財政上の支援 

７ 活動を支える人材の育成 

８ 行政との連携 

９  その他（                 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［自由意見］ 

問10  「市民活動」や「市民活動総合センター」について，

ご意見・ご要望がありましたら，ご自由にお書きくだ

さい。 

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

  

 

問11  最後にあなた自身のことについてお尋ねします。      

次の（ア）～（エ）の各項目について，それぞれい      

ずれか１つ選び，○印をつけてください。 

 

（ア）性  別  １  男    ２  女 

 

（イ）年  齢  １  20 歳代  ２  30 歳代  ３  40 歳代 

              ４  50 歳代  ５  60 歳代  ６  70 歳以上 

 

（ウ）居住地  １  北  区  ２  上京区  ３  左京区 

              ４  中京区  ５  東山区  ６  山科区 

              ７  下京区  ８  南  区  ９  右京区 

              10  西京区  11  伏見区 

 

（エ）職  業  １  自営業・自由業 ２  会社員・公務員 

              ３ パートタイム，アルバイト，嘱託員 

４  主婦・主夫   ５  学生 

              ６  無職 

              ７  その他（                         ） 

◆市民活動総合センター…ＮＰＯや市民活動団体など

の活動を総合的に支援するとともに，市民の皆さんの

交流・連携を進めるための拠点施設として，平成１５

年６月，「ひと・まち交流館 京都（河原町五条下る東

側）」内に開設。同センターでは，活動場所の提供の

ほか，情報提供，各種相談，講座の開催などの事業を

行っています。 

◆市民参加推進計画…京都市の市民参加に関する総合

的な計画で，平成 13 年 12 月に策定。計画には，市政

への参加を一層進めるとともに，市民自身の手による

まちづくり活動の充実など，平成 13 年度から概ね 10

年間に，市民の皆さんと手を携えて進める 55 項目の

取組を総合的・体系的にまとめ，わかりやすく示して

います。 

◆市民参加推進条例…市政運営の柱となる市民参加の

基本条例として，平成 15 年 8 月に施行。市民参加に

関する基本理念のほか，市・市民・市民活動団体の責

務や，市民意見募集などの具体的な参加手法などを規

定しています。 

◆京都市政出前トーク…市民の皆さんの関心が高い施

策・事業やまちづくりについて，あらかじめ設定され

た多様なテーマの中から申込者が選択。職員が直接出

向いて説明するものです。市内に在住か通勤・通学の

10 人以上の集まりでお申し込みできます。 


